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Centro Educacional Happy Fanlily

Centro Educacional Happy Farnilyは i■ど

もにとつて安らげる場所をつくることを目標

に、豊橋市で活動している団体です。託児所

を運営し、子どもたちに必要なサポートを行
つています。

活動の目的

活動の主な目的は、養育時間が不足している

家庭の子供どもたちをサポートすることです。
たとえば学校への送り迎えをしたり、病院へ連

れて行つたりしています。学校を終えて帰つて
きた子どもたちは、Happy Familyで コミュニケ
ーションカの向上、体を使つた表現方法、健康
に関する学習など、さまざまなことを学んでい

ます。ブラジルの祝日にはイベントを行うこと

も多く、日本人と一緒にハロウィンパーティー

を開催したこともあります。また子どもたちが地

域の農業を手伝つたり、公園の掃除をしたり、イ
ベントヘ参加する機会も作つていま丸

子どもたちと散歩

根底 にあるのは愛情

最近では、子どもたちだけでなく、動物愛護

の活動もしています。様々な事情により飼い主

を失つたペットたちをボランティアで引き受け、

里親を探しています。動物は人間とは違い、言

葉で伝えることが出来ません。「ペットはモノで

はなく、家族の一員で丸 彼らは15年ほど生き、

一生世話を必要とする子どものような存在だ

ということを知つて欲しいのです」と代表の河

野ミシェレ0サユリさんは話しま丸 彼女たちが

目標としているのは、ペットを飼う人たちに、正

しい育て方や食事の与え方、世話の仕方を知

つてもらうよう、啓発していくことです。今は想

いに共感してくれる友人たちの協力により、里

親が決まるまでの間、ペットを保護する犬舎を

建てようと力を尽くしていま丸

また、サユリさんは、「豊橋市にある学校が、

日本で一番外国人の子どもと日本人のこども

とが溶け合い、イ中良く暮らしている町にしたい

です」と話します。また愛知県が犬や猫の殺処

分が多いという現状を憂い、イ可とかして日本一

少ない町にしたい、との想いを抱いています。
Happy Familyの 活動の根底にあるのは、こうし

たあたたかくて深い愛情です。

エピソード

サユリさんにこれまでの活動で嬉しかつたこ

とを尋ねると、Happy Familyに 子どもを預けて

いる保護者からの声を教えてくださいました。
「私たちはいつもHappy Familyさ んに助けても

らつていま丸 息子は日本の学校へ通つていて

日本語しかできないため、『ポルトガル語の学

習や学校の宿題を手伝つてほしい』とお願い

しました。彼女たちは息子に熱心に教えてくれ

ました。また息子が学校で先生からいじめら

れている事に対し、一緒に市の教育委員会ヘ

出向き、訴えてくれました。私たちはとても感

謝しています。息子はスタツフの皆さんに大き

な愛情を抱いていて、第二の母のように思つ

ています」。
Happy Familyの 皆さんはこうした保護者か

らの感謝の気持ちを糧に、スタッフ全員で助

け合いながら、10年にわたり活動を続けて

います。

ブラジル人へのメッセージ

最後に同胞へのメッセージを尋ねると、「ノ」ヽ

さなはじまりに重きを置くとき、偉大な物事の

保護した子犬

15

=



達成が可能になります。私たちは立派な人間

に育むための
″
種

〃
を蒔いています。私たちにと

つてこの学校は、すべての人にとつて良い未来

を創るための使命であり、サポートであり、方

法なのです」と活動への想いを熱く語つてくだ

さいました。

子どもたちと映画観賞ヘ

Centro Educacional Happy Farnily

代表:河野 ミシェレ・サユリ

住所 :愛知県豊橋市飯村南 2-21-31

丁EL:0532-69-0720

Emall:toyohashi.happyfamlly@hotmall.com

HP:な し

設立:2001年 10月 28日

読者へのメッセージ

自分を信じて、未来を信じることで、夢を成し

遂げるための強さを得られるでしよう。誰かの

助けに対し、見えないふり、聞こえないふりをし

ないでください。限りない思いやりを持つこと

は、同時に責任感をも育てます。「助けを求め

ている人を救う」という情熱は、彼らの苦しみ

を解き、世界をも変えるので丸

(河野 ミシェレ・サユリ)

ObietiVOS das Atividades
O objetivo principa1 6 apoiar as crian9as,que por falta de tempo e compreensao dos pais,

os filhos icarn carentes de aten9ao e cuidados,

Atividades
Recrea9ao e expressao corpOra10 Estflnulo)leituraO Conhecirnento do pr6prio corpo′

higiene,boa alimenta9ao e hibitOs saud6veis・ ,ogos que estirnulanl o raciocinio・ E)i`logo′

questionamentos e dinarnicas para as crian9as aprenderen■ alidar corn as suas emo96es e a

relacionarem― se corn todos・ Passeios・ Festas ern datas comemorativas culturais:festa

lunina,p6scoa′ natal・ Apoiar e incentivar na estrutura9五 o familian

Mensagem para os Brasileiros
Grandes realiza95es sao possiveis quando se di importancia aos

pequenos come9os・ Acreditamos que conl o nosso trabalho′ estamos

plantando sementes para termos grandes adultos no futurol E

acreditar que somos unidos por um mesmo ideal,um mesmosonho e

acreditar enl um mundo rnelhor!!A nossa escola,para n6s′ 6 como

uma miss5o,um apoio′ uma forma de aludar e plantar um futuro

melhor para todosI

〇                    〇
Presidente:Kavvano Michelle Sayuri

Endere9o:Aichi―ken,Toyohashi‐ shi,Irnure-lninami 2-21-31

Telefone:0532-69-0720
E‐ mailitoyohashi.happyfamily@hotmail.com

Site:N5o tem

Area das atividades:Em Toyohashi

Data da Funda9ao:28 de Outubro de 2001

N`mero de pessoas.12

Caracterfstica 1 0 Happy Family tern sido unl porto seguro

para as crlan9as.
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